
  

科 目 名 商品開発と流通（選択） 単 位 数 ２単位 

対 象 生 徒  ３年次 担当教員数 ２～４名 

３．実施科目等 

１．商 品 名 等 

商品名 筋肉玉 

商品写真(イメージ等) 商品説明(コンセプト等) 

  手軽に食べられるブールドネージ

ュを開発することにしました。ブー

ルドネージュは全国で多くの種類が

販売されています。そこで差別化を

図るために，トレーニング好きの人

をターゲットにしました。その名も

筋肉玉！生地にプロテインが入って

おり,更に外側にもプロテインをま

ぶしています。チョコ味と抹茶味の 

２種類を開発しました。食べてもプ

ロテインが入っているのをほとんど

感じさせない商品になっています。 

商品に同封するコンセプトや商品紹

介もマッチョをイメージしたデザイ

ンにしています。 

 

山形県 

２．学 校 紹 介 

 学 校 名 山形市立商業高等学校 電 話 023-643-4115 

住 所 山形県山形市あかねヶ丘一丁目 9 番 1 号 F A X 023-643-4118 

担 当 者 西塚 智之 伊藤 友里恵  

U R L www.yamagatacity-ch.ed.jp 

E - m a i l admin＠yamagatacity-ch.ed.jp 

本校は大正７年市立山形商業学校として設立し、１０６年の歴史がある。３学科７クラスで総合ビ

ジネス科４、情報科１、経済科２の学科編成となっており、文武両道を実践し運動部・文化部共に

全国大会出場の部や生徒が毎年多数である。校訓は『輸誠（ゆせい）』であり、「自己を偽らず、他

を偽ることなく真心を充分に尽くす」という意味で、日頃から輸誠の精神を念頭に置いて学校生活

を送っている。卒業生にはメルボルン五輪レスリング金メダリストの笹原正三氏がおり、ご本人よ

り寄贈された金メダルが学校に展示してある。令和４年度に新校舎が完成し、ＩＣＴ環境も大変充

実した環境で学習しており、目標として『日本一の商業高校』を掲げ、教育活動に励んでいる。 

 



 

９．今後の課題・展望等 

定期的に販売できる場所について検討中。 

  ６年度の開発については検討中であるが、２単位の授業で本格的に商品開発をするには時間的

に厳しかったので取り組み方の検討が必要。 

  学校で株式会社立ち上げも視野に入れており、最終的には株式会社山商（仮名）での販売までつ

なげていきたい。 

 

４．予算関係(費用) 

校内の特別基金から捻出 

 

８．商標登録の有無 

 

○無  

 

 

山形市（山形市役所）と株式会社メルカリが連携して事業を行っており、その経緯から本校は山形

市立でもあるため本校と株式会社メルカリの連携が始まった。この事業は令和５年度の５月から１月

までの期間で実施し、最終的に商品をメルカリ Shops にて出品販売する事業である。 

商品については本校では生徒が商品開発を行い、その商品を販売することにして事業がスタートし

た。始めに授業時にメルカリＰＢＬプログラムの講習を受け、開発に取り組んだ。開発連携先として

地元の新日本製パンの協力を得て、原価や販売金額を考え、消費者のターゲットや商品コンセプトを

検討しながら進めた。 

考案したグループがたまたま運動部の男子生徒が集まったグループだったため、筋トレに興味を持

っており、プロテインを使用したブールドネージュを開発することに決めた。 

その後、生徒が考案した商品を何度も試作し、始めはプロテインの味やにおいが強いと生徒も意見

を出し、プロテインが入っているのがわからないくらいの商品が完成した。 

１１月に出品を開始し、１ヶ月限定で販売したが予想以上の売上があった。注文品の梱包も生徒が

行い、開発するだけでなく商品の発送業務にも生徒が関わり、ＥＣ販売の実体験をして多くのことを

学習した。 

 

５．開発経緯等 

７．協力者等 

○有  

 

株式会社メルカリ 

新日本製パン株式会社 

 

６．販売形態・期間 

 

現在は事前に外部からの販売依頼やイベント販売依頼が来れば、販売を検討している。 

（連携先のパン屋さんが商品を作るので、通常業務との兼ね合いもある） 

 


